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～つながりを深め、いきいきと学び、たくましく生きる子ども達に～
市場小学校の紹介
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～地域の中で育まれ、地域に貢献できる人材に～

　本校は学校教育目標の基本方針に「地域に根差し、地域に信頼される学校づくりの推進」を掲げ、系統的

に地域と連携した取組を行っています。１年生は「ふるさと探究学習」「俳句教室」、2年生は「職場体験学習」「福

祉体験学習」などに取り組み、３年生は「保育実習」などに取り組むほか、与謝野町の将来を考え「未来への提言」

を考え発表しています。また、生徒会が主体となって「花植えボランティア」「資源回収」に取り組んでおり、

KSSC（加悦中学校スクールサポート協議会）や多くの保護者の方にご協力いただいています。このような

取組を通して、生徒が主体的に地域の風土や歴史を深く理解し、ふるさとへの愛着を深めてほしいと願って

います。今後も地域の皆様のご協力のもと、さまざまな教育活動を進めてまいります。

加悦中学校の紹介

１年「ふるさと探究学習」 ２年「職場体験学習」 ３年「保育実習」

　今年度は、21名の新入生を迎え、全校児童144名で令和５年度の
スタートを切りました。
　毎日、元気いっぱいに運動する姿や、一生懸命、学習に取り組む
素敵な姿がたくさん見られます。この間、新型コロナウイルスの感
染拡大防止のために、対策を講じながら工夫と改善を繰り返し学校
行事などを進めてきました。
　学校として大事にしていきたい「めざす児童像」は、昨年度に引
き続き、以下の通りです。

「市場っ子」　めざす姿

『 ○いきいき　楽しく　学ぼう 』　
『 ○ちからいっぱい　仲よく　遊ぼう 』
『 ○ば（場）に応じたあいさつをしよう 』

　確かな学力、思いやりの心、たく
ましいからだ、人とつながる力は、
変化にとんだこれからの人生を生き
抜くための力になります。学校生活
のあらゆる場面で、取組を進めてい
きます。

朝マラソン

タブレットを活用した学習 表現活動発表会

◎新年度予算……………２P
◎２月臨時会及び請願書…１３P
◎一般質問……………１６P 《題字》宮津天橋高等学校加悦谷学舎 / 書道部　谷 川 莉 菜　さん
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町税

18億4,585万円
（15.6％）

源

自
主
財

源

依

存

財

分担金・使用料・
諸収入等
6億4,027万円
（5.4％）

地方交付税
56億円
（47.4％）

国庫支出金
8億3,044万円
（7.0％）

府支出金
7億4,601万円
（6.3％）

町債
7億7,000万円
（6.5％）

歳 入

人件費
23億5,525万円
（19.9％）

物件費・維持補修費
16億3,719万円
（13.9％）

普通建設事業費
7億9,687万円
（6.7％）

繰出金
20億6,072万円
（17.4％）

費

務

的

経

義

扶助費
14億4,937万円
（12.3％）

公債費
16億2,896万円
（13.8％）

積立金他
1億7,198万円
（1.5％）

補助費
17億1,066万円
（14.5％）

繰入金
6億8,852万円
（5.8％）

地方譲与税等交付金
6億8,991万円
（5.8％）

消

費
的
経
費 投資的

経費

その他の
経
費

118億1,100万円

歳 出
118億1,100万円
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一般会計の歳入　（まちに入ってくるお金）

一般会計の歳出　（まちが使うお金）

※千円単位を切り捨てているため、いずれのグラフも合計額は一致しません。

特別会計項目 令和５年度予算 前年対比

宅地造成事業特別会計 6,671 万円 ▲ 6.1％

下水道特別会計 15 億 7,940 万円 ▲ 3.7％

農業集落排水特別会計 2,956 万円 ▲ 1.0％

介護保険特別会計 28 億 9,940 万円 0.1％

土地取得特別会計 38 万円 0.0％

国民健康保険特別会計 22 億 7,580 万円 ▲ 2.5％

後期高齢者医療特別会計 3 億 6,660 万円 ▲ 0.5％

財産区特別会計 2 億 1,896 万円 126.9％

公営企業会計（水道事業会計） 11 億 9,942 万円 ▲ 21.7％

令和５年度一般会計当初予算令和５年度一般会計当初予算　　　118億1,100万円　可決　118億1,100万円　可決

特別会計・公営企業会計予算

内
容
説
明

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で

の
28
日
間
で
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
諸
般
の
報
告
。
そ
の
後
山
添
町
長
か
ら

令
和
５
年
度
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

報
告
案
件
１
件
、
条
例
案
件
14
件
、
表
彰
案
件
２

件
、
人
事
案
件
３
件
、
補
正
予
算
６
件
、
新
年
度
予

算
10
件
、
そ
の
他
３
件
な
ど
、
39
議
案
に
つ
い
て
提

案
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
修
正
案
が
議
員
よ

り
提
出
さ
れ
、
賛
成
７
、
反
対
８
で
修
正
案
否
決
と

な
っ
た
。
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
た
。

令
和
５
年
３
月
定
例
会
の
よ
う
す



45 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

役
場
閉
庁
時
に
熊
が
出
没
し
た

問　

役
場
閉
庁
時
に
「
与
謝

野
町
内
に
熊
が
出
た
」
と
の

情
報
提
供
が
寄
せ
ら
れ
た
が

警
察
は
対
応
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
役
場
は
対
応
し
な

か
っ
た
事
実
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

農
林
課
長　

熊
出
没
情
報
提

供
は
多
く
、
指
摘
が
ど
の
事

例
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
決
め
て
対
応
し

て
お
り
、
情
報
も
農
林
課
内

で
共
有
し
て
い
る
。

問　

前
職
が
農
林
課
長
で
あ

る
副
町
長
に
、
現
職
時
代
の

熊
出
没
情
報
対
応
は
。

副
町
長　

熊
の
出
没
に
対
し

て
は
危
険
を
伴
う
の
で
情
報

を
頂
い
た
時
点
で
の
現
場
の

状
況
を
密
に
確
認
し
な
が

ら
、
住
民
の
皆
様
に
危
険
が

及
ぶ
と
判
断
し
た
場
合
に
は

職
員
も
現
場
に
行
き
警
察
に

も
連
絡
す
る
。
又
、
区
長
に

も
連
絡
し
て
有
線
放
送
も
流

す
。

問　

今
回
の
案
件
を
知
っ
て

い
た
町
長
に
は
、
今
後
の
対

三
田
義
幸

見
直
し
の
約
束
を

問　

指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
は
今
ま
で
通
り
で
は
意
味

が
な
い
形
で
あ
る
。
内
容
も

考
え
方
も
全
面
的
見
直
し
が

必
要
。
見
直
し
の
約
束
を
。

町
長　

度
重
な
る
提
言
か

ら
、
ま
ず
は
委
員
の
人
選
の

見
直
し
を
す
る
。
中
身
に
つ

い
て
も
よ
り
良
い
形
に
な
る

た
め
の
協
議
を
し
て
進
め
て

い
く
。

意
味
と
意
義
が
基
本

問　

予
算
の
す
べ
て
の
項
目

に
お
い
て
、
意
味
と
目
指
す

こ
と
に
よ
る
意
義
が
あ
る
は

ず
。
そ
れ
が
基
本
で
あ
り
、

そ
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

町
長　

全
く
同
感
で
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
提
案
が
で
き
る

考
え
の
も
と
に
、
各
事
業
を

提
案
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
考
え
方

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

が
今
後
の
行
財
政
を
支
え
る

一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
大
き

な
影
響
も
あ
る
。
ア
イ
デ
ア

家
城　

功

を
結
集
し
、
拡
大
に
向
け
た

更
な
る
取
組
を
。

町
長　

町
の
魅
力
発
信
に
努

め
、
戦
力
を
も
っ
て
拡
大
に

向
け
取
り
組
む
思
い
で
あ

る
。

文
化
で
ま
ち
づ
く
り
を

問　

春
か
ら
文
化
庁
が
京
都

府
に
移
転
さ
れ
る
。
目
指
す

役
割
に
は
産
業
振
興
や
観
光

な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
「
町

民
生
活
」
そ
の
も
の
。
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
。

町
長　

関
係
を
強
化
し
、
町

づ
く
り
に
も
活
か
し
た
い
。

町
民
と
の
約
束

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
早
く
方
向
性
を
示
し
理

解
を
得
た
上
で
予
算
執
行

を
。

町
長　

早
期
に
理
解
の
得
ら

れ
る
説
明
を
す
る
。

問　

城
山
公
園
ナ
イ
タ
ー
は

費
用
対
効
果
を
し
っ
か
り

と
。

社
教
課
長　

努
力
す
る
。

府
下
最
悪
財
政
、起
債
抑
制
を

問　

令
和
6
年
度
で
は
、
起

債
発
行
に
知
事
許
可
が
必
要

な
18
％
寸
前
の
実
質
公
債
費

比
率
が
17
・
9
％
に
な
る
資

料
が
示
さ
れ
、
府
下
最
悪
財

政
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
こ

の
状
況
で
も
、
給
食
セ
ン

タ
ー
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

町
長　

老
朽
化
が
は
げ
し
く

一
刻
を
争
う
。

問　

起
債
発
行
額
を
年
間

10
億
円
以
内
に
す
る
。
超
え

る
場
合
は
２
～
3
年
平
均
で

10
億
円
以
内
に
と
い
う
方
針

を
守
る
の
か
。

企
財
課
長　

そ
の
と
お
り
だ

が
、
必
要
な
事
業
も
あ
り
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
。

問　

令
和
4
年
度
の
財
政
調

整
基
金
繰
入
見
込
み
は
約

1
億
円
。
地
域
振
興
基
金
繰

入
は
1
億
円
。
計
2
億
円
が

財
源
不
足
額
で
は
。

企
財
課
長　

繰
入
は
出
来
る

だ
け
ゼ
ロ
に
近
づ
け
た
い
。

問　

2
億
円
の
差
を
埋
め
る

に
は
、
公
債
費
（
借
金
返
済

永
島
洋
視

額
）
を
減
ら
す
し
か
な
い
。

当
面
公
債
費
を
14
億
円
に
す

る
べ
き
で
は
。

企
財
課
長　

そ
れ
が
ベ
タ
ー

だ
が
、
事
業
に
よ
り
財
政
計

画
の
見
直
し
も
あ
る
。

問　

財
政
危
機
は
借
金
の
し

す
ぎ
。
総
合
計
画
に
基
づ
く

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。

企
財
課
長　

起
債
残
高
は
、

合
併
以
降
最
少
と
な
る
見
込

み
。
総
合
計
画
に
基
づ
く
実

施
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

事
実
で
あ
り
申
し
訳
な
い
。

問　

2
億
円
の
借
金
で
岩
屋

小
を
解
体
し
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
は
避
け
る
べ
き
。

教
育
長　

交
付
税
で
7
割
返

る
起
債
が
使
用
で
き
る
。

問　

借
金
に
変
わ
り
は
な

い
。
借
金
が
出
来
な
い
の
が

今
の
財
政
で
あ
り
、
3
割
は

実
質
負
担
。（
議
員
提
言
）

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
候
補

地
に
、
岩
屋
小
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た

か
。

教
育
次
長　

災
害
時
の
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
。
大
規

模
災
害
時
の
仮
設
住
宅
の
候

補
地
で
あ
る
た
め
、
候
補
地

か
ら
外
し
て
い
る
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
駄
目
な

時
点
で
、
岩
屋
小
は
駄
目
と

い
う
判
断
は
し
な
か
っ
た
の

か
。

教
育
次
長　

町
が
活
用
し
て

い
な
い
施
設
を
活
用
す
る
。

岩
屋
小
を
解
体
す
る
こ
と
で

有
利
な
起
債
が
活
用
で
き
る
。

問　

耐
震
も
終
わ
っ
て
い
る
。

つ
ぶ
さ
な
く
て
も
利
用
は
で

き
る
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

平
成
22
年
に
耐

震
化
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

長
寿
命
化
工
事
と
は
異
な
る
。

寿
命
が
伸
び
た
の
で
は
な
い
。

48
年
経
過
し
て
い
る
。

使
え
る
も
の
は
最
後
ま
で

問　

小
学
校
の
教
材
は
多
く

髙
岡
伸
明

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

問　

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

型
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
２
社
と
も
目
標
未
達

に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち

の
１
社
は
そ
れ
に
よ
り
借
入

が
増
え
る
形
と
な
る
が
、
業

務
は
遂
行
で
き
る
の
か
。

商
工
課
長　

問
題
は
な
い
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
引

き
続
き
伴
走
し
て
い
き
た

い
。

問　

他
市
町
の
成
功
事
例
か

ら
鑑
み
る
に
個
人
の
利
益
に

帰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文

山
﨑
良
磨

岩
屋
小
の
解
体
は
な
ぜ

公募をよく考えて

化
•
芸
術
•
福
祉
に
特
化
す

る
か
、
個
人
の
利
益
で
あ
っ

て
も
小
口
の
金
額
の
募
集
の

ほ
う
が
制
度
に
適
し
て
い
る

と
思
う
が
。

商
工
課
長　

今
回
の
結
果
や

委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
、
来
年
度
の
や
り
方

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き

た
い
。

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

熊
の
出
没
情
報
に
対

す
る
住
民
の
皆
様
へ
の
注
意

喚
起
に
つ
い
て
は
、
一
刻
の

猶
予
も
な
い
と
考
え
て
お

り
、
一
定
の
仕
組
み
が
あ
る

の
で
、
そ
の
仕
組
み
の
精
度

を
高
め
て
い
く
。
議
員
指
摘

の
役
場
閉
庁
時
と
役
場
開
庁

時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
時

間
的
な
対
応
の
違
い
が
、
危

険
度
を
高
め
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
に
対
し

て
は
、
議
員
と
同
じ
認
識
で

あ
り
、
出
来
る
限
り
大
差
の

無
い
対
応
を
心
掛
け
る
。

問　

与
謝
野
町
役
場
の
閉
庁

時
間
帯
に
宿
直
業
務
を
担
当

し
て
い
る
方
は
、
役
場
職
員

か
警
備
会
社
の
方
な
の
か
。

又
は
、
そ
れ
以
外
な
の
か
。

総
務
課
長　

宿
直
は
野
田
川

庁
舎
の
み
で
警
備
会
社
に
委

託
し
て
一
人
だ
け
で
勤
務
。

あ
る
。
故
障
を
し
て
し
ま
っ

て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

備
品
管
理
は
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
。
申
し
訳
な
い
。

問　

故
障
の
原
因
は
、
比
較

的
簡
単
な
こ
と
が
多
い
と
聞

く
。
直
す
こ
と
を
し
な
い
で

新
し
い
物
を
買
う
。
そ
う
で

は
な
く
使
え
る
も
の
は
最
後

ま
で
使
う
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

も
の
を
大
事
に

使
っ
て
い
く
の
は
大
事
な
こ

と
だ
。
備
品
管
理
を
し
っ
か

り
や
り
、
長
く
使
っ
て
い
く
。

問　

小
学
校
で
は
、
マ
ッ
チ

は
使
わ
な
い
。
チ
ャ
ッ
カ

マ
ン
を
使
う
と
い
う
こ
と

だ
。
今
１
０
０
均
で
も
買
え

る
そ
う
だ
。
教
材
屋
で
は

１
５
０
０
円
す
る
そ
う
だ
。

無
駄
だ
と
は
思
わ
な
い
か
。

教
育
次
長　

そ
こ
ま
で
は
把

握
し
て
い
な
い
。
町
内
の
業

者
を
利
用
し
て
い
き
た
い
。

旧岩屋小学校
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給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

渡
邉
貫
治

問　
３
月
11
日
、
予
定
地
で

あ
る
旧
岩
屋
小
学
校
へ
視
察

に
行
き
、
学
校
教
育
課
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
校
舎
を
取

り
壊
し
た
後
、
敷
地
に
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
て
る
。
校
舎

の
跡
地
に
給
食
セ
ン
タ
ー

を
、
プ
ー
ル
の
跡
地
は
駐
車

場
の
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の

配
送
車
が
出
入
り
す
る
際
、

車
の
離
合
が
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
岩
屋
区
民
の
方
に
配

送
経
路
の
了
解
を
得
て
い
る

の
か
。

教
育
次
長　

ま
だ
建
設
場
所

が
確
定
し
て
な
い
段
階
な
の

で
、
岩
屋
区
民
の
方
の
了
解

は
得
て
い
な
い
。
岩
屋
小
学

校
と
し
て
活
用
し
て
い
る
時

に
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

給
食
を
運
ん
で
い
た
。
今
考

え
て
い
る
ル
ー
ト
で
問
題
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。
建
設

場
所
が
決
ま
っ
た
後
に
地
域

の
方
と
最
適
な
ル
ー
ト
を
選

定
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

老
朽
化
は
施
設

指
定
管
理
料
の
算
定
基
準
は

田
史
郎

問　

各
課
担
当
の
指
定
管
理

施
設
は
多
く
あ
る
が
、
共
通

の
算
定
基
準
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

人
件
費
・
維
持

管
理
費
な
ど
一
定
の
基
準
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
試

算
を
行
っ
て
い
る
。　

問　

担
当
課
の
裁
量
と
は
言

え
、
光
熱
水
費
と
し
て
管
理

料
増
の
施
設
が
あ
る
の
は
不

公
平
と
思
う
。

観
光
課
長　

物
価
上
昇
な
ど

管
理
に
関
す
る
問
題
は
第
24

条
協
議
の
中
で
行
う
。

重
伝
建
の
修
理
・
修
景

問　

重
伝
建
の
予
算
が
、
令

和
４
年
度
に
比
べ
大
き
く
減

額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

社
教
課
長　

申
請
件
数
が
３

件
と
少
な
い
上
に
、
補
助
率

の
高
い
母
屋
が
１
件
で
あ
っ

た
。

２
号
機
関
車

　
　
生
誕
１
５
０
周
年

問　

予
算
計
上
を
期
待
し
、

予
算
編
成
前
に
お
知
ら
せ
し

危
機
的
な
財
政
状
況

問　

借
金
の
返
済
に
充
て
る

率
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

が
、
令
和
７
年
度
に
は
17
・

９
％
に
な
る
と
い
う
財
政
計

画
が
示
さ
れ
た
。
令
和
２
年

度
に
18
％
を
超
え
た
の
は
、

全
国
の
町
村
で
わ
ず
か
一
つ
。

全
国
最
悪
の
財
政
状
況
に
せ

ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
認

識
は
あ
る
の
か
。

　

危
機
的
な
状
況
で
あ
る
の

に
、
10
億
円
以
上
の
大
規
模

事
業
を
、
次
々
に
４
つ
も
行

う
考
え
が
出
さ
れ
て
い
る
。

財
政
計
画
で
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
年
10
億
円
以
上
の
借

金
は
せ
ず
、
せ
め
て
16
％
を

下
回
る
財
政
運
営
を
す
べ
き

だ
。

企
財
課
長　

確
か
に
18
％
に

迫
る
が
、
単
に
数
字
で
あ
り

住
民
に
と
っ
て
真
に
重
要
な

事
業
は
、
財
政
が
厳
し
く
て

も
行
う
べ
き
だ
。
し
っ
か
り

運
営
で
き
る
見
通
し
を
持
っ

て
や
っ
て
い
く
。

問　

そ
れ
で
は
も
は
や
、
町

政
を
財
政
規
律
で
縛
る
財
政

野
村
生
八

計
画
で
は
な
い
。
単
に
財
政

見
通
し
で
し
か
な
い
。
そ
ん

な
財
政
計
画
な
ら
撤
回
す
べ

き
だ
。

企
財
課
長　

過
去
に
も
、
厳

し
い
財
政
の
な
か
で
も
、
必

要
な
学
校
の
建
設
を
行
な
っ

た
経
験
が
あ
る
。
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
、
必
要
な
事
業

は
適
切
に
行
な
っ
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
啓
発

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

い
わ
ゆ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
「
定
期
接
種
」
化
さ
れ

た
が
、「
副
反
応
」
の
報
告

が
相
次
ぎ
、
同
年
６
月
に
は
、

積
極
的
接
種
勧
奨
の
差
し
控

え
と
な
る
。
子
宮
頸
が
ん
予

防
に
大
変
効
果
が
あ
る
接
種

で
あ
る
。
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
安
全
性
・
有
効
性
な

ど
の
正
し
い
知
識
拡
大
に
は
、

広
報
・
啓
発
が
重
要
。
親
と

し
て
も
悩
ま
し
い
問
題
だ
が
、

接
種
率
の
向
上
及
び
定
期
検

診
を
周
知
す
べ
き
だ
。

保
健
課
長　

当
町
の
接
種
率

は
10
％
弱
で
あ
る
。
今
後
と

も
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

問　

新
規
事
業
と
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
に
て
、「
住
民

票
の
写
し
」
及
び
「
印
鑑
証

和
田
裕
之

財
政
危
機
の
中
で
の
予
算
案

問　

令
和
３
年
度
の
決
算
で
、

借
金
返
済
の
負
担
の
重
さ
を

表
す
財
政
指
標
の
「
実
質
公

債
費
比
率
」
が
17
・
２
％
に

な
っ
た
。
新
聞
は
「
府
内
最

悪
。
深
刻
な
財
政
悪
化
に
苦

し
む
与
謝
野
町
」
と
報
じ
た
。

ど
う
対
応
・
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

企
財
課
長　

町
債
（
借
金
）

発
行
を
10
億
円
以
内
を
意
識

し
て
い
く
。

問　

町
の
基
金
（
貯
金
）
は
、

令
和
４
年
度
末
見
込
み
で
43

億
８
千
万
円
。
令
和
５
年
度

杉
上
忠
義

た
２
件
（
ラ
イ
ブ
運
転
で
き

る
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
、

生
誕
１
５
０
周
年
イ
ベ
ン

ト
）
は
ど
の
よ
う
に
。

町
長　

担
当
課
と
協
議
を

し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
す
る
。

　
文
化
財
３
両
の
取
扱
い

問　

文
化
財
審
議
会
で
検
討

さ
れ
る
場
合
に
は
、
町
指
定

文
化
財
の
要
件
に
合
う
Ｃ

１
６
０
機
関
車
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

社
教
課
長　

文
化
財
に
指
定

す
る
に
は
、
そ
の
価
値
な
ど

調
査
・
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。　

設
備
全
て
に
お
い
て
言
え

る
。
建
設
を
急
い
で
い
る
の

は
、
給
食
の
衛
生
管
理
基
準

の
改
正
か
ら
14
年
経
過
し
て

い
る
。
適
合
し
た
施
設
が
で

き
る
ま
で
の
経
過
措
置
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
府
内

で
基
準
を
満
た
し
て
な
い
施

設
は
本
町
と
も
う
一
つ
の
自

治
体
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
も

う
一
つ
は
既
に
計
画
に
入
っ

た
。

問　

安
心
安
全
な
給
食
の
提

供
も
大
事
だ
が
、
野
田
川
地

域
認
定
こ
ど
も
園
の
要
望
も

聞
い
て
い
る
。
町
長
の
考
え

は
。

町
長　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
委
員
会
の
議
論

を
踏
ま
え
た
い
。
今
月
、
答

申
も
出
さ
れ
る
。
内
容
を
整

理
し
更
に
議
論
し
て
い
き
た

い
。

明
証
」
が
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
大
変
評
価
で
き
る

事
業
だ
が
、
Ａ
４
の
普
通
紙

に
印
刷
さ
れ
る
が
、
偽
造
や

改
ざ
ん
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
大
丈
夫
か
。

住
民
課
長　

証
明
書
を
コ

ピ
ー
し
た
場
合
、「
複
写
」

の
文
字
が
浮
き
上
が
る
他
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
画
像
や
偽
造

防
止
画
像
等
高
度
な
防
止
措

置
が
さ
れ
る
。

更
な
る
番
組
制
作
の
工
夫
を

問　

有
線
テ
レ
ビ
で
は
、
本

年
３
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
公
表
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
分

野
が
な
い
現
在
、
テ
レ
ビ
事

業
の
更
な
る
番
組
制
作
の
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
参
考
に
し
、
更
に
テ

レ
ビ
事
業
を
頑
張
り
た
い
。

末
見
込
み
で
は
、
５
億
７
千

万
円
減
少
の
38
億
１
千
万
円

に
な
る
と
あ
る
が
。
そ
の
要

因
は
何
か
。
本
年
度
予
算
編

成
時
の
積
立
、
繰
入
の
や
り

く
り
の
結
果
な
の
か
。

企
財
課
長　

財
政
調
整
基
金

か
ら
一
般
会
計
へ
５
億
１
千

万
円
の
繰
入
が
要
因
。
財
政

健
全
化
の
た
め
、
令
和
５
年

度
は
当
初
予
算
で
５
億
１
千

万
円
繰
入
れ
る
が
、
そ
の
内
、

１
億
３
千
万
円
は
、
減
債
基

金
等
へ
積
み
替
え
る
方
針
。

後
期
基
本
計
画
は
計
画
だ
け
か

問　

第
二
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
実
施
計
画
に
見
合

う
事
業
が
新
年
度
予
算
に
は

ほ
ぼ
な
い
。
新
た
な
農
林
業

振
興
へ
の
支
援
と
は
。

農
林
課
長　

新
規
作
物
等
の

相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。

問　

染
色
セ
ン
タ
ー
は
町
直

営
で
技
術
職
も
い
な
い
が
、

令
和
６
年
に
民
間
移
行
と
あ

る
が
、
ど
う
し
た
い
の
か
。

商
工
課
長　

条
例
に
則
り
施

設
の
機
能
を
活
か
し
た
い
。

民
間
か
ら
応
募
が
無
け
れ
ば

他
の
織
物
施
設
と
の
統
合
等

を
考
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
井
浩
介

問　

交
流
拠
点
の
充
実
と
あ

る
が
、
各
施
設
の
維
持
と
継

続
事
業
ば
か
り
だ
が
。

観
光
課
長　

協
議
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

い
つ
も
そ
の
答
弁
。
や

る
気
は
あ
る
の
か
。

観
光
課
長　

指
摘
の
通
り
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
計
画

の
作
成
を
努
力
目
標
に
す

る
。

問　

後
期
基
本
計
画
は
言
葉

だ
け
か
。
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
な
い
。

町
長　

工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

染色センター きびしい財政
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令和５年度一般会計予算に対する修正動議

提案者　野村　生八

　歳出の教育費学校給食センター施設整備事業の旧岩屋小学校解体に関わる実施設計費
６００万円、管理費３００万円、工事費１億９千万円、合計１億９千９００万円を削除し、そ
の財源である歳入の起債を削除するものである。
　提案理由として、第一に学校給食センター整備の必要性は認めているが、今財政が合併以来
最大の危機を迎えている中で、旧岩屋小学校を解体した跡地に新センターを建設するという町
の提案は認められない。
　第二に旧岩屋小学校は耐震工事もなされており、解体せずに利活用を考えるべきではないか。
　第三に道路が狭く、搬送トラックが通行はできるが離合は困難である。
　第四に住民の十分な合意形成ができていない。
　以上の理由により修正案を提案する。

杉上　忠義
　
「岩屋小解体より改修による活用を」

　人口減少が続くなか、公共施設の役割や規模を議論していく重要性が高まっている。「給
食センター整備基本計画」には、岩屋小解体撤去とある。
　時代は、文部科学省の廃校ビジネス推進効果もあって、リノベーション（既存の建築物に
改修を加え価値を高める）が、全国の自治体でも盛ん。廃校の岩屋小校舎を地域の活力にす
るためには、住民の声をよく聞いて野田川地域全体での議論を深めることを強く望んで修正
案の賛成討論とする。

今井　浩介（よさの２１クラブ）
　
「意味と意義のある行政運営を」

　令和５年度には長年にわたって子どもたちの食育を支えてきた給食センターの新設に向け
た関連予算や城山公園テニスコートの照明設置事業などの大型工事をはじめ、各課の各事業
においても、町民の暮らしの向上を見据えた予算編成がされていると感じているが、多くの
議員からの質疑でも示されたように、予算計上に至るまでのプロセスや計画性に対しては、
理解のしにくいものや困難すら感じる箇所もあると感じている。意味と意義のある行政運営
に努めていただきたいと感じている。

修正案に対する賛成討論
原案に対する賛成討論

７：８で修正案否決、原案可決となる７：８で修正案否決、原案可決となる
永島　洋視（日本共産党与謝野町議員団）
　
「岩屋小ありきで住民合意なし」

　予算計上の給食センターは岩屋小校舎を取り壊した跡に整備する。令和元年度に計画が示
されたが、最初から岩屋小ありきで進められている。
　他候補地として提案した与謝小グラウンド、与謝保育園、与謝の園等は隣接酒造会社水質
に影響、軟弱地盤でダメと説明。ボーリングすればハッキリすると指摘しても実施しない。
検討不十分。
　四辻区から野田川庁舎を解体して建設をという要望書が出された。つまり町民合意が出来
ていないという証明であり修正案に賛成する。

山﨑　良磨
　
「広報 • 広聴活動が足りない」

　前提として、こどもの安心安全のための給食センター建設を反対していないが、用地の選
定における町民のコンセンサスが得られているとは思えない。こどものための施設は多くの
町民の祝福をもって建てられるべきと考える。限られた財源、有利な起債で公共物を解体し
ていく中で今回の用地が適切とは思えない。しっかりとした広報 • 広聴活動をお願いして、
今回の修正案に賛成とする。
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我
が
町
の
観
光
施
策

安
達
種
雄

問　

町
の
魅
力
を
活
か
し

た
、
観
光
振
興
の
目
的
で
、

交
流
人
口
を
増
や
す
な
か

で
、
我
が
町
の
観
光
客
の
増

員
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
施

策
と
し
て
町
の
魅
力
の
体

験
、
体
感
で
き
る
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
開
発
支
援
、
交
流

拠
点
の
充
実
と
あ
り
、
ま
た

海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
近
隣
市

町
と
の
補
助
支
援
と
あ
る

が
、
ま
た
天
橋
立
世
界
遺
産

登
録
へ
の
支
援
と
あ
る
が
、

本
当
に
当
町
へ
の
観
光
客
の

増
員
を
図
る
な
ら
、
当
町
が

主
体
性
を
持
ち
、
具
体
的
な

施
策
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

観
光
課
長　

基
本
計
画
な
の

で
当
初
予
算
で
具
体
的
に
示

し
て
い
る
が
、
当
町
へ
の
観

光
客
の
増
員
計
画
で
は
、
体

験
、
体
感
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
つ
く
る
な
か
、
新
年
度

よ
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

活
用
し
産
業
観
光
と
し
て
織

物
産
業
も
視
野
に
入
れ
て
、

観
光
協
会
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
均
等
割
の
廃
止
を

野
村
生
八

問　

国
保
税
で
、
子
ど
も
の

均
等
割
の
半
分
、
１
０
０
万

円
が
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
あ
と
１
０
０
万
円
で
、

子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
で

き
る
。
直
ち
に
す
べ
き
だ
。

保
健
課
長　

国
保
被
保
険
者

間
の
公
平
性
が
保
て
ず
、
ま

た
財
源
に
町
税
を
使
う
こ
と

も
理
解
さ
れ
な
い
の
で
行
わ

な
い
。

準
備
や
計
画
性
を
し
っ
か
り
と

今
井
浩
介

問　

持
続
可
能
な
地
域
産
業

育
成
事
業
が
当
初
予
算
30
万

円
全
額
減
額
だ
。
事
業
内
容

と
経
緯
は
。

商
工
課
長　

町
内
農
産
物
を

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
や
福
祉

事
業
所
へ
地
産
地
消
す
る
事

業
。
農
業
者
が
人
員
不
足
に

よ
り
納
品
と
生
産
の
確
約
が

難
し
い
と
の
こ
と
で
、
事
業

が
で
き
な
か
っ
た
。

問　

事
前
に
生
産
者
や
施
設

に
調
査
し
、
下
準
備
を
し
て

か
ら
予
算
計
上
す
る
べ
き
。

町
長　

事
業
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
検
証
す
る
。
各
事
業

の
状
況
や
議
会
と
の
調
整
具

合
等
を
緩
和
し
な
が
ら
事
業

立
案
に
取
り
組
み
た
い
。

杉上　忠義
　
「町民の個人情報を国は守ってくれるのか」

　デジタル化した社会に対応した「個人情報保護」と「データ流通」の両立ができるのか問
題が多い。町の個人情報保護条例が廃止される。今回の条例改正では、これまで町が守って
きた、個人情報のうちの事業者・企業から守る部分を国に委ねることになると識者は指摘し
ている。数々の不安、心配が払拭されてから、法制定になること望んで反対討論とする。

野村　生八（日本共産党与謝野町議員団）
　
「個人情報を企業に売却するもの」

　この議案は、与謝野町をはじめ全国の地方自治体が状況にあわせて取り組んできた個人情
報保護法を、国が法により廃止させ、デジタル改革の名で、全国一律の内容にするもの。
　その狙いは、国や自治体が持つ膨大なデーターを「匿名加工情報」として企業に提供し「儲
けのネタ」にさせることにある。加工しても他の情報と組み合わせれば、判別される可能性
があり、今の個人情報保護条例を改悪するもので、反対する。

反対討論

内
容
説
明

内
容
説
明

内
容
説
明

　

事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
21

億
９
千
４
０
０
万
円
と
す
る
。

　

直
営
診
療
所
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

８
千
１
８
０
万
円
と
定
め
る
。

　

質
疑
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
に
「
第
２
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
」

が
策
定
さ
れ
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
前
期
基

本
計
画
の
計
画
期
間
が
令
和
４
年
度
に
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
与
謝
野
町
総
合
計
画
条
例
第
４
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
社
会
動
向
や
経
済
情
勢
の
変
化
、
多
様
な
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
億
8
0
2

万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
2
2
億
2
千
4
3
9
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主

な
歳
入
の
内
容
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
1
億
8
千

2
0
0
万
円
の
減
額
。
出
産
準
備
支
援
金
の
増
額
に
伴

う
交
付
金
の
追
加
7
0
8
万
円
等
で
あ
る
。
主
な
歳
出

の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
4
千
4
6
2
万
円
の
減
額
。
除
雪
作
業
委
託
料
等
5

千
7
1
5
万
円
の
増
額
等
で
あ
る
。
質
疑
を
行
い
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
策
定

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
７
号

内
容
説
明

　

個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
５
年
４
月
施
行
と
な
る
た

め
、
ル
ー
ル
の
集
約
・
一
体
化
な
ど
を
改
定
に
沿
う
条

例
に
改
め
て
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。　

　

そ
の
背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
の
経
済
・
社
会
情
勢
の
変
化
が
あ
る
。

　

質
疑
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
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請　願　書
件　名
　クアハウス岩滝の６月以降の営業継続に関する請願書
　４月５月の改修工事を踏まえて、その後の早急な営業継続を希望します。

請願の趣旨
　２０２２年１２月、２０２３年２月の議会でクアハウス岩滝の指定管理者が２回にわたって否決さ
れました。その決議を受けてクアハウスの会員、利用者の声をまとめて、どこかに出したいと思いま
した。それが「請願書」という形になりました。会員、利用者はただただ、改修工事後の運営方法を
早急に決定いただきたいという思いだけです。
　閉鎖もしていないのに継続とか再開はおかしいという声もお聞きしています。それでも不安で待て
ないのが我々高齢者です。若い方には高齢者の健康増進を考えていただきたいです。若い方こそ小さ
な子どもの体力増強を願うべきです。ご検討よろしくお願いいたします。

理　由
　クアハウスは長きにわたり、健康増進施設として与謝野町のみならず近隣市町の人たち、連休、観
光シーズンには他府県からの人々をいやしてくれる与謝野町のおおきな看板施設だと思います。
　子どもたちや高齢者にとっては健康維持、増進、若い人たちには体力作り、成人病予防に欠かせな
い運動施設を備えています。プールと温泉は健康長寿のシンボルとさえ感じています。そんな大切な
施設を廃墟と化してしまいたくない！と思います。健康と笑顔はお金では買えません！
　地方自治法第１２４条の規定により上記の通り請願いたします。

　令和５年３月２０日

　与謝野町議会議長
　　　　　宮 﨑  有 平　様

永島　洋視（日本共産党与謝野町議員団）
　
「町民の責任はない」

　京都府に支払う国保納付金は 3千 700 万円減っているのに、国保税は引上げとなる。原
因は団塊世代が後期高齢者医療に移行したことで、一人当たりの負担が増える。
　国保加入者の医療費の増加が原因ではなく、社会的要素である以上、国が負担するべき。
下水道使用料の引上げに加え、国保税まで引上げになることで、町民生活はダブルパンチ。
生活支援こそ求められている。

反対討論

内
容
説
明

内
容
説
明

　

京
都
府
か
ら
示
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
の

歳
入
・
歳
出
状
況
を
考
慮
し
た
結
果
、
国
民
健
康
保
険

税
率
の
一
部
改
正
が
必
要
だ
と
判
断
し
、
議
案
と
し
て

提
出
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

令
和
４
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
賛
成
少
数
で
、
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
伴
う
下
水
道
使
用
料
条
例
の

改
正
と
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
指
定
管
理
者
の
選
定
が
否

決
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
町
側
か
ら
、
こ
の
２
議

案
が
同
一
内
容
で
再
提
案
さ
れ
、
２
月
臨
時
会
が
行
わ

れ
た
。
下
水
道
使
用
料
条
例
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
下
段
に
記
載
す
る
ク
ア
ハ
ウ
ス

岩
滝
営
業
継
続
に
関
す
る
請
願
書
が
請
願
者
よ
り
提
出

さ
れ
産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
委

員
会
で
審
査
を
行
い
、
今
回
の
否
決
は
あ
く
ま
で
指
定

管
理
者
選
定
の
否
決
で
あ
り
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
存
続

に
つ
い
て
は
誰
も
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
請
願
の
趣

旨
が
分
か
り
に
く
い
が
、
紹
介
議
員
以
外
の
委
員
が
請

願
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
内
容
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を

経
て
、
委
員
会
で
慎
重
審
議
を
し
た
結
果
、
全
員
賛
成

で
採
択
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛
成
で
本
請

願
を
採
択
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

２
月
臨
時
会
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

営
業
継
続
に
つ
い
て
の
請
願
書

議員名　

　議　案

反
　
対
：
賛
　
成

杉
上
　
忠
義

田
　
史
郎

野
村
　
生
八

髙
岡
　
伸
明

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

河
邉
新
太
郎

永
島
　
洋
視

三
田
　
義
幸

安
達
　
種
雄

家
城
　
　
功

和
田
　
裕
之

山
﨑
　
良
磨

宮
㟢
　
有
平

与謝野町個人情報保護法施
行条例の制定について 11:４ ×○××○○○○○×○○○○〇ー

与謝野町国民健康保険税条
例の一部改正について 12:３ 〇〇××〇〇○○○×○○○○〇ー

令和５年度与謝野町一般会
計予算 ８:７ ×〇××××○○○×○○○○×ー

令和５年度与謝野町介護保
険特別会計予算 14:１ ×〇〇〇〇〇○○○○○○○○○ー

令和５年度与謝野町土地取
得特別会計予算 14:１ ×○○○○○○○○○○○○○○ー

令和５年度与謝野町国民健
康保険特別会計予算 11:４ ×○××○○○○○×○○○○○ー

令和５年度与謝野町後期高
齢者医療特別会計予算 14:１ ×○○○○○○○○○○○○○○ー

議員名　

　議　案

発
言
者
数

杉
上
　
忠
義

田
　
史
郎

野
村
　
生
八

髙
岡
　
伸
明

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

河
邉
新
太
郎

永
島
　
洋
視

三
田
　
義
幸

安
達
　
種
雄

家
城
　
　
功

和
田
　
裕
之

山
﨑
　
良
磨

宮
㟢
　
有
平

専決処分の報告について（和解及び
損害賠償の額を定めることについて） 1 1 ー

第２次与謝野町総合計画後
期基本計画の策定について 8 2 1 1 1 1 1 1 ー

与謝野町個人情報保護法施
行条例の制定について 1 1 ー

与謝野町国民健康保険税条
例の一部改正について 2 1 1 ー

令和４年度与謝野町一般会
計補正予算（第７号） 3 1 1 1 ー

令和５年度与謝野町一般会
計予算 27 ２ 1 3 2 2 2 2 1 1 2 1 1 2 3 2 ー

令和５年度与謝野町一般会
計予算に対する修正動議 2 1 1 ー

令和５年度与謝野町国民健
康保険特別会計予算 1 1 ー

クアハウス岩滝の６月以降
の営業継続に関する請願書 5 1 1 2 1 ー

○印は賛成	 ×印は反対	

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、 議案の賛否を決定します）	
賛否の分かれた議案のみ掲載

3 月定例会　賛否一覧3 月定例会　発言回数一覧

紹介議員　安 達 種 雄



1415 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

渡邉　貫治　議員

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

報
告
者　

永
島　

洋
視

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て

令
和
5
年
1
月
20
日

　

教
育
委
員
会
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
事
業
費
が

23
億
9
千
万
円
で
、
旧
岩
屋
小
校
舎
を
解
体

し
て
整
備
す
る
と
い
う
も
の
。

　

委
員
会
で
は
、
建
設
出
来
る
財
政
状
況
な

の
か
ど
う
か
、
判
断
で
き
る
起
債
資
料
の
追

加
、
建
設
事
業
費
の
明
細
、
与
謝
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
与
謝
保
育
園
、
与
謝
の
園
の
事
業
費

比
較
表
、
水
質
に
影
響
す
る
と
説
明
が
あ
っ

た
与
謝
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
軟
弱
地
盤
と
説
明

の
与
謝
の
園
用
地
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ

デ
ー
タ
の
提
出
を
求
め
た
。

委
員
会
・
組
合
議
会
報
告

宮
津
与
謝
環
境
組
合
議
会

宮
津
与
謝
消
防
組
合
議
会

議
長
報
告

報
告
者　

和
田　

裕
之

報
告
者　

杉
上　

忠
義

報
告
者　

宮
﨑　

有
平

令
和
５
年
・
第
１
回
定
例
会

令
和
５
年
２
月
21
日

◎
議
第
１
号
、
監
査
委
員
の
選
任
は
松
山
義

宗
氏
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
て
同
意
。

◎
議
第
２
号
、
公
平
委
員
の
選
任
は
豊
浦
嘉

治
氏
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
て
同
意
。

◎
組
議
第
１
号
、
組
合
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
員
提
案
が
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
。

◎
議
第
３
号
、
組
合
・
個
人
情
報
施
行
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

◎
議
第
４
号
、
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で

は
、
歳
入
歳
出
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

５
億
５
千
５
２
８
万
円
に
す
る
も
の
。
全

員
賛
成
で
可
決
。

◎
議
第
５
号
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
６
千
５
９
０
万
円
。
前
年
度
比
で
は
、

１
３
７
３
万
円
の
増
額
。
全
員
賛
成
で
可

決
。

令
和
５
年
・
第
１
回
定
例
会

令
和
５
年
２
月
21
日

全
員
協
議
会

●
府
北
部
・
中
部
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

共
同
運
用
に
係
る
整
備
の
進
捗
状
況
の
報

告
・
説
明
。

●
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
現
在

の
災
害
発
生
状
況
等
の
報
告
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
場
要
請
件
数
が
１
２
１

件
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

定
例
会

（
報
告
１
号
）
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
変
更
の
専
決
処
分
を
全
員
賛
成
で
承

認
。

（
報
告
２
号
）
消
防
組
合
消
防
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

条
例
の
専
決
処
分
を
全
員
賛
成
で
承
認
。

（
議
第
１
号
）
消
防
組
合
消
防
職
員
の
定
年

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
可
決
。

（
議
第
２
号
）
消
防
組
合
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
質
疑
、
討
論

の
の
ち
賛
成
多
数
で
可
決
。

（
議
第
３
号
）
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
。

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
９
億
８
千
万

円
と
す
る
。
質
疑
、
討
論
の
の
ち
賛
成
多
数

で
可
決
。

（
組
議
第
１
号
）
消
防
組
合
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
条
例
制
定
。
宮
津
市
議
会

議
員
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で

可
決
。

京
都
府
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
議
会

令
和
５
年
１
月
13
日

　

令
和
５
年
第
１
回
京
都
府
市
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
議
会
定
例
会

が
都
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
与
謝
野

町
の
宮
﨑
有
平
氏
が
副
議
長
に
就
任
し

た
。
次
に
、
第
１
号
議
案
「
公
務
災
害
補

償
等
組
合
の
歳
入
歳
出
決
算
」
第
２
号
議

案
「
令
和
５
年
度
京
都
府
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の
一
般
会
計
予

算
」、
第
３
号
議
案
「
監
査
委
員
の
選
任

に
係
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」（
和
束
町
の
岡
田
議
長
）、
第
４
号

議
案
「
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
係
る
専
決
処
分
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」
が
提
案
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
は
承
認
及
び
可
決
し
た
。

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会

令
和
５
年
１
月
13
日

　

令
和
４
年
度
京
都
府
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
が
都
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、

初
め
に
、
議
案
第
１
号
会
則
一
部
改
正
の

件
は
全
員
賛
成
で
承
認
。
次
に
、
選
任
第

１
号
会
長
の
補
欠
選
任
と
選
任
第
２
号
副

会
長
と
監
事
の
補
欠
選
任
の
件
が
提
案
さ

れ
、
会
長
の
選
挙
を
行
い
、
大
山
崎
町
の

北
村
議
長
が
当
選
。
次
に
、
副
会
長
が
指
名

推
薦
さ
れ
、
副
会
長
に
は
南
山
城
村
の
久
保

議
長
と
与
謝
野
町
の
宮
﨑
議
長
が
承
認
。
監

事
に
は
、
笠
置
町
の
西
議
長
と
伊
根
町
の
佐

戸
議
長
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
２
月
20
日

　

京
都
府
自
治
会
館
に
お
い
て
、
第
73
回
京

都
府
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
退
職
副
会
長
へ
の
感
謝
状
、
自
治
功
労

者
表
彰
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
状
の

伝
達
が
行
わ
れ
た
。
議
事
に
つ
い
て
は
報
告

第
１
号
会
務
報
告
。
議
案
第
１
号
令
和
３
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
。
議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
を
認
定
及
び
可
決
し
た
。

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議

令
和
５
年
１
月
16
日

　

京
都
府
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
定
期
総
会

の
役
割
分
担
と
京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
に

関
係
す
る
10
団
体
の
役
員
等
を
、
正
副
会
長

で
振
り
分
け
担
当
を
決
定
し
た
。

京
都
地
方
税
機
構
議
会

令
和
５
年
２
月
１
日

　

ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
、
令
和
５
年

２
月
京
都
地
方
税
機
構
議
会
の
全
員
協
議
会

が
開
か
れ
、
そ
の
後
定
例
会
が
開
催
さ
れ

た
。
議
事
内
容
は
、
第
１
号
議
案
令
和
５
年

度
京
都
地
方
税
機
構
一
般
会
計
予
算
。
第
２

号
議
案
令
和
４
年
度
京
都
地
方
税
機
構
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）。
第
３
号
議
案

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

制
定
の
件
、
第
４
号
議
案
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
条
例
制
定
の
件
、
す
べ
て
の
議
案
を
承

認
及
び
可
決
し
た
。

二
市
二
町
議
会
議
長
会

令
和
５
年
１
月
19
日

　

構
成
市
町
は
京
丹
後
市
、
宮
津
市
、
伊
根

町
、
与
謝
野
町
。
加
悦
庁
舎
委
員
会
室
で
開

催
し
、
各
市
町
の
課
題
、
問
題
点
を
話
し
合

い
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

要
望
活
動

令
和
５
年
１
月
24
・
25
日

　

国
会
衆
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
、
京
都

府
高
速
道
路
網
整
備
促
進
協
議
会
の
令
和
４

年
度
冬
季
要
望
活
動
に
参
加
し
、
国
会
議
員

に
早
期
実
現
を
要
望
し
た
。

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

（
在
職
15
年
以
上
）

表
　
彰

与
謝
野
町
自
治
功
労
者
表
彰

宮㟢　有平　議員和田　裕之　議員
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問　

野
田
川
施
設
統
廃
合
の
立
札
看
板
を

立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
経
緯
は
。

町
長　

野
田
川
地
域
の
立
札
看
板
の
設
置

理
由
に
つ
い
て
少
し
振
り
返
る
と
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
や
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
計
画
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
環

境
の
充
実
と
、
本
町
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
公
共
施
設
等
の
行
政
改
革
の
一

端
に
、
野
田
川
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
の

計
画
地
と
し
て
、
中
央
公
民
館
・
野
田
川

体
育
館
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
与
謝
野

町
商
工
会
本
所
の
敷
地
と
す
る
町
の
方
針

に
つ
い
て
、
各
関
係
者
へ
の
提
起
・
説
明

等
を
行
っ
た
が
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
の
充
分
な
周
知
と
、
丁
寧

な
説
明
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
施
設

利
用
者
を
中
心
と
し
た
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
要
請
行
動
や
署
名
活
動
が
あ
っ
た

中
、
立
札
看
板
設
置
に
至
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

本
日
の
私
の
質
問
を
契
機
に
、
周
辺

の
方
々
か
ら
の
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら

再
度
、
看
板
を
立
て
た
方
々
に
対
し
て
撤

去
を
要
望
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　

請
願
書
を
提
出
さ
れ
た
請
願
代
表

者
と
の
協
議
を
重
ね
る
中
「
野
田
川
地
域

の
社
会
教
育
施
設
及
び
就
学
前
教
育
・
保

育
施
設
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
て
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
渡
り
立
札
看
板

の
撤
去
を
要
望
し
た
が
先
程
、
議
員
が
述

べ
た
内
容
ど
お
り
で
、
私
も
早
期
の
撤
去

を
望
ん
で
い
る
。

問　

当
町
の
若
者
の
大
半
は
、
高
校
卒
業

後
に
都
市
部
に
移
住
し
て
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
高
校
卒
業
後
に

地
元
企
業
に
就
職
す
れ
ば
奨
励
金
を
支
払

う
な
ど
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考
え
る

が
。

町
長　

一
提
案
と
し
て
聞
く
。
そ
の
う
え

で
の
私
見
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
取
組
と

し
て
当
町
に
愛
着
や
誇
り
が
も
て
る
教
育

や
、
若
者
の
受
け
皿
と
な
る
企
業
の
就
労

環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

進
学
先
に
よ
っ
て
は
世
の
情
勢
に
左

右
さ
れ
、
就
職
で
き
な
く
て
奨
学
金
を
滞

納
す
る
事
実
も
あ
る
中
で
、
そ
う
い
っ
た

世
の
中
の
仕
組
み
を
教
え
る
教
育
も
必
要

で
は
。

教
育
長　

学
校
の
進
路
指
導
の
際
に
、
奨

学
金
は
安
易
に
借
り
て
は
な
ら
な
い
と

い
っ
た
一
定
の
指
導
は
し
て
い
る
。

問　

大
学
卒
業
後
、
地
元
に
帰
っ
て
就
職

す
れ
ば
奨
学
金
を
免
除
す
る
仕
組
み
も
必

要
か
と
思
う
が
。

町
長　

現
在
、
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
行
っ

て
い
る
。

問　

福
祉
以
外
の
旧
知
の
商
工
業
者
か
ら

も
若
者
が
職
場
に
応
募
し
て
こ
な
い
と
聞

く
こ
と
が
本
当
に
増
え
て
き
た
。
早
急
な

対
策
が
必
要
だ
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
施
策
が
有
効
か
引
き

続
き
調
査
•
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

統廃合をしっかり考えて
使いやすい改修を

山﨑良磨　議員

Ａ 
一
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る

Ａ 

議
員
の
指
摘
と
同
様
に
、私
も
早
期
の
撤
去
を
望
む

Ｑ 
地
元
で
就
職
す
る
若
者
に
奨
励
金
を

Ｑ 

公
共
施
設
統
廃
合
の
立
札
看
板
の
撤
去
を

三田義幸　議員

問　

学
校
給
食
の
無
償
化
の
調
査
、
検
討

を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

町
長　

京
都
府
下
で
は
伊
根
町
を
始
め
、

南
部
で
は
井
手
町
、
笠
置
町
、
和
束
町
、

南
山
城
村
の
5
町
が
学
校
給
食
の
無
償
化

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

学
校
給
食
の
無
償
化
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
可
能
か
。

町
長　

本
町
が
児
童
生
徒
の
無
償
化
を
行

う
と
7
千
万
円
程
度
の
負
担
が
増
え
る
。

財
政
状
況
を
考
え
る
と
困
難
だ
。

問　

小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
滞
納
は
あ

る
か
。

町
長　

現
状
で
約
40
万
円
程
度
あ
る
。
経

済
的
な
理
由
の
他
、
保
護
者
の
離
職
や
離

婚
が
原
因
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
。
家
庭

に
よ
っ
て
状
況
は
違
う
。

医
療
費
の
助
成　

高
校
ま
で

問　

京
都
府
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
の

助
成
を
ど
の
辺
ま
で
進
め
て
い
る
か
。

町
長　

京
都
府
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

入
院
は
0
歳
か
ら
15
歳
を
迎
え
る
年
度
末

ま
で
。
通
院
は
、
0
歳
か
ら
2
歳
ま
で
が

助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問　

今
、
多
く
の
町
で
高
校
ま
で
医
療
費

の
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。
町
長
の
考
え

は
。

町
長　

医
療
費
の
拡
充
で
は
な
く
、
町
単

独
事
業
の
「
出
産
準
備
応
援
金
支
給
事
業
」

の
継
続
。
国
の
制
度
の
伴
走
型
相
談
支
援

及
び
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
取
組

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
は
、
健
康
増
進
、
保

健
福
祉
施
設
と
し
て
町
民
に
大
変
重
要
な
役

割
で
あ
る
と
思
う
。
一
人
で
入
浴
で
き
な
い

町
民
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
、
混
浴
夫
婦
、

混
浴
友
達
で
入
れ
る
風
呂
を
提
案
す
る
。
場

所
は
、
１
階
の
玄
関
前
左
側
空
き
地
で
、
費

用
は
最
小
限
、
タ
ラ
イ
20
個
ほ
ど
で
湯
の
垂

れ
流
し
で
お
願
い
し
た
い
が
。

町
長　

車
椅
子
で
入
れ
る
新
た
な
浴
槽
は
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
が
今

は
、
考
え
て
い
な
い
。

み
え
る
ま
ち
を
問
う

問　

以
前
は
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
も
あ
り
家
庭

で
身
体
の
不
自
由
な
人
、
お
年
寄
り
が
入

れ
た
が
今
は
入
れ
な
い
。
利
用
で
き
な
い
。

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

温
泉
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
修

繕
費
用
が
多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
施
設
の

閉
鎖
を
お
願
い
し
た
。

Ａ 

財
政
状
況
を
考
え
る
と
困
難
だ

Ｑ 

給
食
費
の
無
償
化
は
可
能
か

Ａ 

提
案
と
し
て
受
け
止
め
る

Ｑ 

ク
ア
ハ
ウ
ス
に
車
椅
子
が
入
れ
る
風
呂
を

髙岡伸明　議員

渡邉貫治　議員

無償化を
若者が住む町へ
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問　

憲
法
に
基
づ
き
、
誰
も
が
教
育
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
就
学
援
助

制
度
が
あ
る
。
以
前
に
比
べ
て
、
か
な
り

改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
津
市
に
比
べ
て

ま
だ
利
用
率
が
低
い
。

　

橋
立
中
学
校
で
は
、
宮
津
市
の
生
徒
と

一
緒
で
あ
り
、
宮
津
市
と
の
差
は
改
善
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
与
謝
野
町
の
申
請
書
が

難
し
い
こ
と
。
例
示
と
し
て
、
一
番
厳
し

い
対
象
者
の
部
分
が
示
し
て
あ
り
、
出
し

に
く
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
所
得
の
記
入
が
必
要
で

あ
る
こ
と
。
所
得
基
準
で
判
定
を
す
る
な

ら
、
生
活
が
困
難
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

就
学
援
助
制
度
で
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
、
学

用
品
費
や
給
食
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
な
ど

を
支
給
し
て
い
る
。

問　

政
府
が
、
非
正
規
雇
用
を
増
や
し
、

実
質
賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
。
生
活
が
困

難
な
家
庭
は
増
え
て
い
る
。
誰
も
が
安
心

し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
受
け

ら
れ
る
は
ず
の
家
庭
が
、
す
べ
て
申
請
さ

れ
る
よ
う
に
、
よ
り
改
善
を
求
め
る
。

教
育
長　

対
象
は
、
生
活
保
護
基
準
の
１
・

５
倍
で
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
も
認
定

さ
れ
や
す
い
と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
周
知
徹
底
と
申
請
し
や
す

い
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

問　

全
国
の
市
町
で
は
自
治
体
独
自
の

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、

動
画
に
よ
る
情
報
発
信
が
さ
れ
て
い
る
。

当
町
も
１
カ
月
に
１
回
ほ
ど
更
新
さ
れ
て

い
る
が
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て
町
の
魅
力

等
を
発
信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

Y
o
u
T
u
b
e
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
は
大
変
有
効
で
あ
り
、

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
自
主
番
組

放
送
、
各
課
行
政
情
報
、
町
の
施
策
等
は

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

再
生
回
数
を
伸
ば
し
て
い
る
自
治
体

は
人
も
訪
れ
観
光
や
移
住
定
住
等
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。
当
町
も
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。

町
長　

令
和
５
年
度
か
ら
動
画
配
信
に
よ

る
魅
力
発
信
は
具
体
的
に
施
策
立
案
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

メ
ル
カ
リ
活
用
リ
ユ
ー
ス
を

問　

当
町
の
粗
大
ご
み
の
処
分
代
は
年
間

い
く
ら
か
。

町
長　

６
４
４
万
円
。

問　

全
国
的
に
循
環
型
社
会
の
推
進
と
し

て
、
町
の
不
要
物
品
を
メ
ル
カ
リ
シ
ョ
ッ

プ
に
販
売
さ
れ
、
リ
ユ
ー
ス
促
進
に
よ
り

処
分
費
用
減
額
、
財
源
補
填
さ
れ
て
い
る

自
治
体
は
多
く
あ
る
。
ご
み
を
出
さ
な
い

リ
デ
ュ
ー
ス
、
再
利
用
す
る
リ
ユ
ー
ス
が

重
要
。
当
町
に
と
っ
て
も
ご
み
減
量
化
と

財
源
確
保
は
必
要
な
施
策
で
は
な
い
か
。

町
長　

方
向
性
に
つ
い
て
は
施
策
と
合
致

す
る
の
で
十
分
理
解
す
る
。
方
法
に
つ
い

て
は
調
査
研
究
が
必
要
。
前
向
き
に
検
討

す
る
。

魅力ある動画を全ての世代がくらしやすい町へ

問　

合
併
に
よ
る
町
の
規
模
を
大
き
く
し

て
、
過
大
な
人
口
想
定
に
基
づ
く
無
理
な

計
画
も
あ
っ
た
の
で
は
。
今
、「
関
係
人
口
」

を
創
出
す
る
町
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
。

町
長　

出
生
率
や
社
会
移
動
率
を
基
に
、

過
大
な
人
口
想
定
は
し
て
い
な
い
。
町
の

魅
力
を
発
信
し
町
に
興
味
を
示
し
て
く
れ

る
人
達
と
対
話
、
協
働
の
取
組
を
す
る
。

問　
「
田
園
回
帰
１
％
」「
毎
年
人
口
１
％

を
取
戻
せ
ば
、
町
は
安
定
的
に
維
持
で
き

る
」
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
。

町
長　

こ
の
学
説
は
理
解
で
き
る
。
１
％

を
地
域
住
民
と
「
共
有
」
し
、
住
民
が
主

体
と
な
る
こ
と
が
効
果
的
。
そ
の
上
で
関

係
人
口
創
出
、
移
住
・
定
住
促
進
に
努
力

し
て
い
く
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

問　

教
員
の
働
き
方
改
革
が
背
景
に
あ
る
。

指
導
者
や
施
設
確
保
、
費
用
の
負
担
な
ど

の
「
地
域
の
政
策
課
題
」
に
も
な
っ
て
い

る
。
国
は
「
２
０
２
５
年
度
末
」
と
し
て

い
た
達
成
目
標
を
設
定
し
な
い
と
し
た
が
。

本
町
の
取
組
は
。

教
育
長　

令
和
５
年
か
ら
３
年
間
の
改
革

推
進
期
間
に
、
生
徒
減
少
に
よ
る
部
活
動

の
在
り
方
な
ど
整
理
し
て
準
備
を
進
め
て

い
く
。

問　
「
地
域
移
行
」
は
明
治
以
来
の
大
改
革

で
あ
る
。
課
題
、
問
題
点
は
。

教
育
長　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
。
部
活

動
が
担
っ
て
き
た
教
員
と
の
信
頼
構
築
。

生
徒
の
人
格
形
成
等
の
問
題
、
課
題
が
挙

げ
ら
れ
る
。

問　

国
・
府
・
町
の
指
定
文
化
財
の
対
象

は
６
種
類
あ
る
中
で
、
有
形
文
化
財
は
何

件
あ
る
の
か
。

教
育
長　

総
数
１
１
４
件
で
そ
の
内
訳
は
、

国
５
件
・
府
29
件
・
町
48
件
で
あ
る
。

問　

加
悦
鉄
道
資
料
館
で
展
示
３
車
両
の

国
の
重
文
２
号
機
関
車
を
除
く
２
車
両
は

町
の
文
化
財
と
し
て
、
再
指
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

教
育
長　

所
有
者
及
び
設
置
場
所
の
変
更

の
為
、
元
の
会
社
と
確
認
し
再
検
討
を
す

る
。

問　

与
謝
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
意
図
と
今
後

の
取
組
は
。

教
育
長　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
社
会

状
況
の
中
で
、
文
化
財
の
保
存
継
承
と
そ

の
活
用
の
取
組
を
本
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
財
で
の
指
定
管
理
者
制
度

問　

府
・
町
の
文
化
財
で
あ
る
旧
尾
藤
家
住

宅
、
旧
加
悦
鉄
道
資
料
館
等
で
の
保
存
活
用

に
関
し
、
修
理
及
び
活
用
面
で
制
約
が
あ
り

指
定
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
制
度

の
見
直
し
が
必
要
。

町
長　

建
物
自
体
が
文
化
財
で
あ
り
、
一
定

の
制
約
が
あ
る
が
、
建
物
の
特
徴
を
活
か
し

施
設
の
管
理
・
運
営
を
工
夫
し
て
行
っ
て
頂

き
た
い
。

これからの文化財

Ａ 
具
体
的
に
施
策
立
案
を
行
っ
て
い
き
た
い

Ａ 

よ
り
広
く
制
度
を
知
ら
せ
て
い
く

Ｑ 
動
画
活
用
で
Ｐ
Ｒ
を

Ｑ 

よ
り
申
請
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
に

Ａ 

町
の
人
口
目
標
を
示
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

Ｑ 

人
口
減
少
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
を

Ａ 

国
の
文
化
財
保
護
法
に
寄
り
添
う
業
務
を
行
う

Ｑ 

文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
在
り
方

今井浩介　議員

野村生八　議員

杉上忠義　議員

田史郎　議員

誰もが学ぶ権利を
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問　

9
月
議
会
で
町
長
は
、
リ
フ
レ
存
続

を
明
言
し
、
リ
フ
レ
継
続
へ
の
期
待
が
広

が
っ
て
い
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
協
力
者
も
で

き
、
新
メ
ュ
ー
試
食
会
ま
で
実
施
し
た
が
、

突
如
休
館
が
決
定
。
な
ぜ
か
。

町
長　

福
祉
会
と
の
協
議
結
果
で
あ
る
が
、

唐
突
で
申
し
訳
な
い
、
お
詫
び
す
る
。

問　

協
議
に
は
滝
・
金
屋
区
長
も
参
加
、

謝
罪
し
た
の
か
。

町
長　

謝
罪
し
て
な
い
。
仕
方
な
い
と
の

発
言
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　

福
祉
会
は
リ
フ
レ
本
館
の
運
営
は
出

来
な
い
と
表
明
し
た
の
か
。

農
林
課
長　

そ
う
聞
い
て
い
る
。

問　

運
営
出
来
な
い
団
体
が
レ
ス
ト
ラ
ン

支
援
者
を
探
し
、
試
食
会
ま
で
す
る
か
。

農
林
課
長　

つ
な
ぎ
の
運
営
提
案
と
理
解

し
て
い
る
。

問　

協
議
を
打
切
っ
た
町
が
、
再
度
地
元

協
議
で
調
整
し
た
い
と
の
方
針
、
身
勝
手

で
は
。

町
長　

意
見
は
聞
い
た
。

問　

公
共
施
設
統
廃
合
問
題
等
、
町
民
意

見
を
聞
く
姿
勢
が
欠
如
。
同
じ
事
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

町
長　

指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

問　

令
和
７
年
度
か
ら
民
間
活
力
の
導
入
と

い
う
資
料
が
示
さ
れ
た
。
売
却
す
る
の
か
。

町
長　

特
定
し
て
い
な
い
。

問　

売
却
す
れ
ば
転
売
も
あ
る
。
農
業
と

地
域
振
興
が
守
れ
な
い
。

町
長　

条
例
は
守
る
。

問　

民
間
活
力
導
入
も
町
民
間
で
の
議
論

が
必
要
。

町
長　

住
民
意
見
は
尊
重
。

問　

荷
物
の
入
っ
た
状
態
の
ラ
ン
ド
セ
ル

の
重
量
は
増
え
、
児
童
の
負
担
も
増
え
て

い
る
た
め
リ
ュ
ッ
ク
型
の
布
製
カ
バ
ン
を

採
用
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
が
当
町
の

現
状
は
。

教
育
長　

指
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

が
、
両
手
が
空
き
、
耐
久
性
・
気
密
性
・

安
全
性
を
兼
ね
備
え
た
カ
バ
ン
と
し
て
慣

例
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
当
町
の
児
童

の
大
半
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。

問　

体
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
教
材
を
教
室
に
置
い
て
お
く
、
置

き
勉
を
進
め
る
文
書
が
通
達
さ
れ
た
が
当

町
の
現
状
は
。

教
育
長　

今
後
、
教
科
書
は
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
と
な
り
、
家
庭
学
習
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
行
う
事
で
中
身
は
軽
量
化
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
各
学
校
で
は
持
ち
帰
ら
せ

る
も
の
、
教
室
に
置
い
て
お
け
る
も
の
な

ど
、
従
来
か
ら
工
夫
し
て
い
る
が
、
引
続

き
児
童
の
過
重
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
を
し
て
い
く
。

問　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
金
額
に
よ
り
差

別
や
い
じ
め
が
生
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
ラ

ン
ド
セ
ル
格
差
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
症
候
群
や
ラ
ン
ド
セ
ル
格
差

な
ど
の
不
安
解
消
の
た
め
に
も
布
製
の

リ
ュ
ッ
ク
の
採
用
、
も
し
く
は
保
護
者
へ

の
周
知
を
し
て
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
と
の
協
議
が
必
要
だ
が

児
童
の
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

快適な登校を

どうなる、今後のリフレ

問　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
給
の
大
幅

ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

国
の
給
料
表
に
準
じ
た
報
酬
表
を

採
用
し
て
い
る
が
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る

国
の
改
定
に
伴
い
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
報
酬
表
の
改
定
を
実
施
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
の
従
業
者
と
の
均
衡
が
図
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
雇
用
す
る
職
種
の
給
料
表
の
位
置

付
け
や
報
酬
上
限
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

町
の
状
況
を
確
認
し
、
設
定
を
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
大
幅
ア
ッ
プ
は
実
施
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

一
年
契
約
で
は
な
く
複
数
年
の
契
約

は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
地
方
公
務

員
法
に
よ
り
、
そ
の
任
期
は
そ
の
採
用
の

日
か
ら
同
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
末
日

ま
で
の
期
間
の
範
囲
内
で
任
命
権
者
が
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
会
計

年
度
を
越
え
た
任
期
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
２
・

３
年
と
い
う
雇
用
契
約
は
出
来
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

問　

昨
年
12
月
議
会
に
続
き
、
２
月
臨
時

議
会
に
お
い
て
も
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
質
疑
応
答
で
も
町
民
の
健
康

増
進
と
施
設
の
果
た
す
役
割
を
評
価
し
、

施
設
を
存
続
す
べ
き
と
の
声
が
多
く
あ
っ

た
。
４
月
か
ら
５
月
末
ま
で
は
施
設
の
改

修
工
事
だ
が
、
６
月
１
日
か
ら
の
ク
ア
ハ

ウ
ス
岩
滝
の
管
理
、
運
営
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

○
町
に
お
い
て
直
接
管
理
運
営

○
新
た
に
管
理
委
託
す
る
企
業
を
検
討

○
譲
渡
先
を
検
討

　

そ
の
他
新
た
な
再
開
へ
の
手
だ
て
が
あ

れ
ば
う
か
が
う
。

町
長　

現
指
定
管
理
者
が
３
月
末
で
指
定

管
理
期
間
が
終
了
し
、
新
た
な
指
定
管
理

者
を
公
募
し
て
、
12
月
、
２
月
と
議
会
に

提
案
し
た
が
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

問　

私
も
２
月
臨
時
会
以
降
、
数
回
温
泉

を
利
用
し
、
直
接
利
用
者
の
声
を
聴
い
て

お
り
、
多
く
の
町
民
の
方
が
再
開
を
望
み

不
安
が
っ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
新
た
な

展
開
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

４
月
、
５
月
は
改
修
工
事
の
た
め

休
館
。
健
康
増
進
施
設
と
し
て
の
機
能
及

び
地
域
資
源
で
あ
る
天
の
橋
立
岩
滝
温
泉

の
継
続
を
基
本
と
し
、
６
月
以
降
の
早
期

再
開
を
目
指
し
検
討
し
て
い
る
。

現在、休館中のクアハウス

誰もが働きやすい環境を

Ａ 
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
取
組
み
た
い

Ａ 

関
係
者
の
意
見
を
う
か
が
い
検
討
す
る

Ｑ 
布
製
リ
ュ
ッ
ク
へ
の
採
用・周
知
を

Ｑ 

リ
フ
レ
協
議
、一
方
的
打
切
り
に
怒
り

Ａ 

地
方
公
務
員
法
に
準
じ
た
制
度
改
正
を
行
っ
て
い
る

Ｑ 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
基
準
は

Ａ 

６
月
以
降
の
早
期
再
開
を
目
指
し
検
討
す
る

Ｑ 

４
月
以
降
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
運
営
は

山﨑政史　議員

永島洋視　議員

浪江秀明　議員

安達種雄　議員
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問　

こ
れ
ま
で
特
殊
詐
欺
と
言
え
ば
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
等
、
言
葉
巧

み
に
高
齢
者
を
騙
し
お
金
を
奪
う
手
口
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昨
今
、
特
殊

詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
手
口
が
凶
暴
化
し
、
強

盗
や
殺
人
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

逮
捕
検
挙
さ
れ
た
加
害
者
の
年
齢
構
成
は

約
9
割
が
40
歳
未
満
。
一
方
で
被
害
者
の

年
齢
構
成
は
、
約
9
割
が
60
歳
以
上
で
あ

る
。
特
殊
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
様
々

な
詐
欺
手
口
が
あ
る
事
を
周
知
、「
絶
対
に

自
分
は
騙
さ
れ
な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
言
っ
た
思
い
込
み
を
せ
ず
、
常
に
備
え
、

そ
の
対
策
と
取
組
が
必
要
だ
。

町
長　

住
民
一
人
一
人
が
実
態
認
識
し
、

詐
欺
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
一
人
で
判

断
せ
ず
に
相
談
が
重
要
。
詐
欺
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
事
が
重
要
で
啓
発
を
強
化

す
る
。　
　
　

防
犯
機
器
の
活
用
は
有
効
だ

問　

特
殊
詐
欺
は
、
全
国
・
京
都
府
下
で

も
、
犯
人
の
接
触
手
口
は
大
半
が
固
定
電

話
だ
。
防
犯
（
迷
惑
電
話
防
止
機
能
搭
載
）

電
話
機
の
家
庭
へ
の
設
置
、
普
及
は
大
変

有
効
だ
。
ま
た
不
審
者
対
策
と
し
て
は
防

犯
カ
メ
ラ
や
カ
メ
ラ
付
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

の
設
置
は
効
果
が
あ
る
が
見
解
は
。

町
長　

防
犯
機
能
付
の
電
話
機
は
不
審
者

や
迷
惑
電
話
に
対
し
て
も
実
績
か
ら
大
変

効
果
が
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防
犯
機

器
も
有
効
と
認
識
す
る
が
、
現
時
点
で
は

補
助
金
の
交
付
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

本
町
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見

守
り
体
制
は
。

町
長　

民
生
委
員
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
自
宅
訪
問
活
動
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
に
は
、
認
知

症
の
進
行
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
孤
独
死
の
問
題
が
あ
る
。

町
長　

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
に
よ
る
居
場

所
づ
く
り
や
見
守
り
活
動
で
の
支
援
と
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
徘
徊
等
の
行
方

不
明
者
に
対
し
、
早
期
発
見
の
体
制
構
築

を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
患
者
支
援
に
つ
い
て

問　

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
に
罹
患
し

た
方
が
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

男
性
用
ト
イ
レ
に
使
用
済
み
の
尿
漏
れ

パ
ッ
ト
を
廃
棄
が
で
き
る
た
め
に
も
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
必
要
だ
。

町
長　

公
共
施
設
へ
の
設
置
を
進
め
る
と

供
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
設
置

箇
所
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

問　

広
報
よ
さ
の
及
び
Ｋ
Ｙ
Ｔ
な
ど
で
、

住
民
に
周
知
が
必
要
だ
。

町
長　

広
報
よ
さ
の
３
月
号
の
裏
表
紙
に

「
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務

化
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
内
容
を
掲
載
。

点
検
整
備
に
つ
い
て

問　

自
転
車
点
検
は
努
力
義
務
に
な
っ
て

お
り
整
備
が
必
要
。

教
育
長　

京
都
府
条
例
に
よ
り
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義

務
化
。
保
険
加
入
時
に
自
転
車
業
者
に
点

検
整
備
を
行
う
。

防犯意識の向上は

さりげない見守り、声かけを

問　

病
児
病
後
児
保
育
所
を
も
っ
と
知
っ

て
い
た
だ
き
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

町
長　

指
摘
の
通
り
。
情
報
提
供
と
利
用

促
進
に
努
め
る
。

問　

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
大
変
良

い
事
業
で
あ
り
更
に
拡
充
に
努
め
る
べ
き
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
は

重
要
。
様
々
な
形
で
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

問　

か
ね
て
よ
り
子
育
て
支
援
も
教
育
も

地
域
や
町
民
を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
更
な
る

努
力
を
強
く
求
め
る
。

町
長　

色
々
な
形
の
中
で
取
組
を
進
め
て

い
く
。

問　

野
田
川
こ
ど
も
園
の
方
向
性
を
早
期

に
示
す
べ
き
。

町
長　

現
在
進
め
て
い
る
協
議
会
の
答
申

後
、
早
期
に
明
確
な
方
向
性
を
示
す
予
定
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
行
政
の

「
焦
り
」
を
感
じ
て
い
る
。
綿
密
に
、
か
つ
、

順
序
立
て
て
進
め
る
べ
き
。

町
長　

焦
ら
ず
進
め
て
い
る
。

教
育
長　

安
全
安
心
、
そ
し
て
お
い
し
い

給
食
提
供
が
少
し
で
も
早
く
で
き
る
た
め

に
最
善
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

子
育
て
支
援
は
国
や
府
の
支
援
も
不

可
欠
。
連
携
を
。

町
長　

年
に
数
回
、
知
事
と
懇
談
し
要
望

を
し
て
い
る
。

問　

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
要
望
す
る

こ
と
が
実
現
に
つ
な
が
る
。
し
つ
こ
く
。

町
長　

し
っ
か
り
と
し
た
要
望
活
動
に
努

め
る
。

問　

求
め
ら
れ
る
支
援
を
。

町
長　

色
々
な
形
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を

応
援
す
る
。

今後の子育てを

　

３
月
定
例
会
終
了
後
の
4
月
12
日
に
東
京
イ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
株
式
会
社
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
全
議
員

で
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
て
の
全
員
協
議
会

を
行
っ
た
。
実
際
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
ソ
フ
ト
の
サ
イ
ド

ブ
ッ
ク
ス
の
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
な
が
ら
の

講
座
で
多
く
の
議
員
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
議

会
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
今
後
も
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ 
特
殊
詐
欺
へ
の
意
識
向
上
が
有
効
で
あ
り
啓
発
を
強
化

Ａ 

高
齢
者
の
自
宅
訪
問
活
動
を
行
う

Ｑ 
防
犯
対
策
と
防
犯
意
識
の
向
上
が
必
要
だ

Ｑ 

高
齢
者
の
独
居
問
題
へ
の
対
応
は

Ａ 

様
々
な
方
向
か
ら
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

Ｑ 

子
育
て
支
援
は
求
め
ら
れ
る
形
を

和田裕之　議員

河邉新太郎　議員

家城功　議員
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加悦谷祭り 祭礼（算所お旅所）

～地域の中で育まれ、地域に貢献できる人材に～

　本校は学校教育目標の基本方針に「地域に根差し、地域に信頼される学校づくりの推進」を掲げ、系統的

に地域と連携した取組を行っています。１年生は「ふるさと探究学習」「俳句教室」、2年生は「職場体験学習」「福

祉体験学習」などに取り組み、３年生は「保育実習」などに取り組むほか、与謝野町の将来を考え「未来への提言」

を考え発表しています。また、生徒会が主体となって「花植えボランティア」「資源回収」に取り組んでおり、

KSSC（加悦中学校スクールサポート協議会）や多くの保護者の方にご協力いただいています。このような

取組を通して、生徒が主体的に地域の風土や歴史を深く理解し、ふるさとへの愛着を深めてほしいと願って

います。今後も地域の皆様のご協力のもと、さまざまな教育活動を進めてまいります。

加悦中学校の紹介

１年「ふるさと探究学習」 ２年「職場体験学習」 ３年「保育実習」

　今年度は、21名の新入生を迎え、全校児童144名で令和５年度の
スタートを切りました。
　毎日、元気いっぱいに運動する姿や、一生懸命、学習に取り組む
素敵な姿がたくさん見られます。この間、新型コロナウイルスの感
染拡大防止のために、対策を講じながら工夫と改善を繰り返し学校
行事などを進めてきました。
　学校として大事にしていきたい「めざす児童像」は、昨年度に引
き続き、以下の通りです。

「市場っ子」　めざす姿

『 ○いきいき　楽しく　学ぼう 』　
『 ○ちからいっぱい　仲よく　遊ぼう 』
『 ○ば（場）に応じたあいさつをしよう 』

　確かな学力、思いやりの心、たく
ましいからだ、人とつながる力は、
変化にとんだこれからの人生を生き
抜くための力になります。学校生活
のあらゆる場面で、取組を進めてい
きます。

朝マラソン

タブレットを活用した学習 表現活動発表会

◎新年度予算……………２P
◎２月臨時会及び請願書…１３P
◎一般質問……………１６P 《題字》宮津天橋高等学校加悦谷学舎 / 書道部　谷 川 莉 菜　さん

たにがわ り　な
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